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凪 l
若者のオ智の活用

こそ起業の極滋

＇若者がもたらす
世界親模の影響

日本屈指の民俗学者 ・柳田國男がイギリ スの学

者からの伝/!flとして 「最近の若者はオ智に任せて

古人の質実隅健な流儀をないがしろにする」とい

う文沓が4000年前のエ ジプ トにあると記述してい

る。

アメリカの空想科学小説作家 I・アシモフもギ

リシャの毀者プラト ンが 「最近の若者は目上をむ

敬せず、両親に反抗、法律は無視。このままでは

未来が不安である」 という 言業を記録していると

紹介している。いずれも原典が明確ではないが、

現代まで継承されている言説である。

しかし、 大人ができないことを実行している若

者は多数登場している。昨年9月に1開催された国

際述合気候行動サミ ットで一気に注目 されたスウ

ェーデンの少女G・ト ゥーンベリさんはその代表

であ る。わずか5分の演説であったが、地球環税
たいじ

問題に対峙しない大人たちを 「あなたたちの言説
とぎばなし

は経済発展がいつまで持続するかというお伽話ば

かり 」という 言業で強烈に批判し、前週には世界

で400万人の若者が同調し、 「気候正義」 をひ仇湯し

て学校を欠席した。

悔洋に流出するプラスチ ックゴミは、やがて海

中の魚類の重址に匹敵する規模になると予測され

ているにもかかわらず、 早急に解決する対策は実

現していない。そこでオランダの学生B・スラ ッ

トさんはマイクロ ・ファンデイングで40低円もの

賓金を調達。海中に投入してプラスチ ックゴミを

回収する装骰を製作し、実際に北太平洋で実験した。

これは学者などの予想のように成功しなかっ た
い） め

が、行動しない大人を尻目に実行したことは若者

ならではの快挙である。

タイの首都バンコクは縦横に運河があり、 東洋

のベネチアとの呼称もあるが、水面には大批のゴ

ミが浮遊している。そこで現地在住の少女R・サ

ティ ッタナーサーンさんはサーフボードで運河を

航行し、 1人でプラ スチック ゴミの回収を開始し

た。効果は抜群で、廂店はプラスチック 袋の無料

配布を中止し、政府はプラスチ ック袋の使用 を禁

止する法律の検討を開始した。最近の若者は古人
ちょうしょう

の意見を嘲笑するかのように、世界規模の影評を

もたらし始めている。

9変革の先頭を
疾走するのは

これまでも大人顔負けの活躍をする若者は登場

している。それが顕著なのは社会が急変 している

時代であり、代表は明治維新の時期である。この

激変の時代に日本が対処できたのは、維新前後に

欧米諸国の実態を見llflする機会のあった薩庶、肥

ロソフトの B ・ゲーツ (20)、フェイスプ ックの

M ・ザッカ ーバーク (20)、アップルのS・ジョプ

ズ (21)、グーグルの L・ペイジ (25)とさらに若

手に移行 している。

ぃ起業の好機である
出遅れた日本

残念ながら、現在の日本には対応する若者も企

業も不足 している。その象徴がユニコーン企業で

ある。まだ上場していないが、上場すれば時価総

額が10低ドル以上になると予想される情報技術関

前、長州などの若者の活躍である。それらの若者 述企業である。世界には約400社が存在するが、50

の明治維新の時点での年齢は五代友匝 (32)、山尾 ％がアメ リカ、30%が中国、5%がイギリスであ

J,lf三 (31)、大隈重信 (30)、伊籐l専文 (27)である。 り、日本は100位以下に 3社が登場するだけであ

現在より平均寿命が短命だったと しても 、若者が る。日本の梢報社会の出遅れを証明する数字は数

日本を変革したのである。 多くあるが、多数の指椋を統合 した情報国力顛位

太平洋戦争後に登場した新興企業を創業した で日本は23位という結果だけで十分である。

人々の創業時点での年齢もダイエ ーの中内功 この日本の状況は残念である一方、起業の好機

(35)、ソニーの井深大 (38)、本田技研工業の本田 である。巨大企業が転身するためには、情報人材

宗一郎 (42)である。現在、それに匹敵する巨大 払底社会で多数の若者の雁用が必要であるが、中

な変革は情報革命である。その先頭を疾走する企 小企業であれば侵秀な 1人でも新規事業を起業で

業を創業した若者の創業時点での年齢は、マイク きる。創業者名は省略するが、話題の企業を創業

した時点の年齢は人工知能応用「プリフ ァー ド・

ネットワ ークス」(24)、追伝子解析 「ジーンクエ

スト 」(25)、スマー トフォン家庭教師 「マナボ」

(25)という状態である。「最近の老人は」と珈品

されないよう、危機を好機にしてほしい。
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